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 イセエビ蓄養試験

調.査蔀

 本県においては沿岸漁業構造改善事繁の一環とtて、イセエビ蓄養が各地で計
 画されている二''
 現在、.ヵ;ん水蓄養として瀬戸内海方面で.はし・マチのほかにクIルマェビ、トラ・フグ
 等がと1)あげられているが、イセエビは本県のような外海に面する地域の特産物

 で蓄養の対象としても今后大いに注目されると思・われる。.

 本場では前年度小規旗の蓄養試験を実施し、。歩留りユOO一筋・で良好な.成績を得た
 が、放養密一度、投餌方法、増肉係数等に問題点が残された。

 今年度は特に適正放養密度の究明を目的に試験を実施した。.

 §試験方法の概要
 a、試験醐間昭和39年8月ユ7目～ユ2月ユQ日(ユエ6■日間)
 b、試験場所垂水市牛撰熔岩試験地

 C、試験区分

 i区ユη～当フユO侮収容
 2区〃20た穿収容.
 3区〃30佃収容

 但し、革苗の都合によりユ区一は8-55佃収容した。
 なお、各区の収容1=…あたっては選別を行なわず大小を混じた。。

 ヰ、供試魚
 肝付郡佐多町伊座敷帯津において8月中旬・佐多町漁協力1特別採捕許可を
 得て衛獲したも"}で、・平均32080)ものユ83尾を小型トラックにより試

 験地まで陸上輸送して供試し.た。
 e、小型.トーラツクによる陸上輸送の状況

 ユ、所要時間・2時間30分

 2、輸送距離.伊座敷～牛榎試験地65㎞I
 3、輸送量7-8-8切

 4.、一方法

 小型トラックに2・ooo6容活魚欄を取り付けこれに約ユ・8'oo16の海

 水を入れ、イセエビを収容し十ビこ一ル製袋入り氷/4角を水槽申にI浮か
 し、8本のエア.一ストンから毎分ユエCの駿棄を通気して輸送した。・益中.
 氷の入れ換えをユ回行なった。

 5、水質の変化

 輸送申の水質の変化は別区のとおりで、分析法は常法で行たった。'I

 oPH.輸送前8・2のものが30分後に7・0にさがり、試験地まで6-9,
 7・Oであった。これは炭酸.ガスの増加によって炭酸を生じ、PHを
 低下させる一もの.と思われる。

 。酸.素.量神送出・…のもりが輸送中を通h・二帥・・であった



 ハマチ.及ぴタイ輸送試験では酸素通気量7～・8グ穿下8～ユOppm
 であったがこ今回.は輸送量が78-8切と多かった㌧めか通気量ユエ

 外でもなお酸素量が少なかったぺ
 ○水溜輸送前と到讃後に測定した。27.6℃及び26.8℃であった。輸

 送中の水溜.は氷の投入のためにIこれより高湿であったとは考え'られ
ないコ

 。COD時間の経過と共に高くなっている。

 コ.G4変化なし。

 6、結果

 輸送中の観察では、なんら異扶は認められなかった。試験地着後も活緩
 であったが・トラックより海中に・投入する琴・酸素通気を停止した。)で後
 半のものがや』不活穣になつた。全部投入するまで酸素は通気すべきであ
 ろう。なお、携死は4尾であったが、これは採捕時あるいは蓄養中の原因
 によるものと,思われた。

 f、・投餌

 1日1回夕方に投餌すること・し、残り餌・・岬をみて投餌雄山に変
 えた。

 餌料はアジが大部分で、一芝の他キビナゴ若干で・あつた。これらは鮮魚文は冷
 凍魚を解凍したもので、らのれあるいは細切して投与した。
 外生費.=・'一1
 .側続㌫練合驚、腕1㌘で、蓋と底缶は板張。とし、紅は鍵去
 坂りつけて盗難を防止した。

 試.験辞と考察...一＼
 。総俸的にみて良好ξ思やれるの一は.9.区(・p侮区.)である。
 O・成長について平均体率め変化をみ、るキ・次回のと挙り下2区、3区、ユ区
 の順とたって・お1二餌料転帥雫で1奉・宝、1区、・区.l1順とな?ている。



試
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 0歩留りの最も一よいのは.ユ区で・次いで2区、3区と収容密度の高い程、歩橿
 りは悪くなっている。.

 特に〃チ当り竈。切収容一Lた3区で一は尾数で62・8彫、重量で72・8彫と著L'く
 歩留りが悪'い。

 ○養成の季節変化

 員間の投餌率、成長率、餌料転換師I率の旬変化は第1図のとおりでIある'。
 投餌率は、全区共同様な経過をたどって8丹申句σ)・6.5彫から次第一に一低下して
 ユエ月以降はユ影内外となっているが、そのう・ち8月下旬=と9月下句は台風σ)

 ため'に一時的に低くなっている。.
 全期間通じてみると2,5%内外で、ユ区、3区、2一区σテ順で一ある欝

 成長率は2区が最もよく、ユ区∵2区では9月上旬、ユO.月上白によく一、3区
 では9月上旬、ユO月中句が高くなっているコ餌料転換効奉は投餌率と逆の関
 係一となってあらわれ、何れも投餌率の低下する後半になるに従って効率が詰く



なっている
 ○脱皮の状況

 各試験区共に9月中旬ぶらユ。月上旬に多く

 !・曄皮が争られ帥多いのは・月下旬であボ
(第2図).

 塑雫琴≦芦.ラ年度=)のものはユO月上旬から下
 旬の間で、ユO月ユ・O一目訪後に最も多くの脱皮
 がみられている。

 ヒれ.ら騨零g〕状理を水揮変化(第2図)と対比
 し下み不幸.。、その間ヒ舌ま相関の関婦を見出せな
 !・～.牟・㍑ヶ年の蓄養試験の結果から言え.ると
 と峠、蓄養を始めてから手一〇～50日の間に多
 くの脱皮がみられているこ牛である。これは蓄
 養による投銅摂餌と深い関係があるのでは
 ないかと鳳.やれ札
 胸甲乗階層別・月別の騨皮状況は次表のとおり
 であ.丙。
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 イセエビの成長.
 (平均体重の変化)
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 ○蜷死状況

 麗死を確認したのは第2'図のとおりでユ区で2尾ユエ。ゴ%。2区で4尾2胸

 ・肌・軍で1苧尾1・…と収容密雫1・たかい畔死率もだか/なって{・一
 時期的には、全期にわたってみら小特と集中し了い予時一期はな1{丘うである.L
 郷干ビθ)大きさを胸甲長についてみる午。・最小が5・4へ最大㍗7州・
 試験区別の平均胸甲長と幣死エビの胸甲.長.は次のとお一1づであ'る。

 平均牌甲・長(鹿皮殻測定平均曄)一鰺死干ビの平均胸甲・長
 ユ区.7・Og届.・.・.弓・手。"。.
2区一6.7制.6.昌碗

 3一区6・8c珊I・.6・8栃

 すなわも1区㍗駆エビ牌均。辛り/』'孕り)ものであるが・・'干区で}李小型
 のも、のとは限ってい率ピ。
 従来・、イセエビ蓄養業者は、.脱皮の際φ縫死を年なり重視し無鐸鱗蓄養という
 ようなことをやってい一るので脱皮と鶉琴の関係について次に検討一して主よう。
 脱皮中叉は脱皮直后に鑑雫したものと確認される干干は次のとおりで差った。

 ・.・擁死エビに対する割合

 ユ区%(50%)
鼻区7工(30彫)
 3区ライ8(39窄)
 総計斗%4.(4一ユ.5形)

 一鵜死エビ?約半数遍くが脱皮の際に薙死したものと確認された。
 これらのエビは友喰された形跡のものもあるが二脱皮g)途中で蠣死.したような
 三ビでは、友喰の形跡は全くみられないものもある。
 次に脱皮エビにI対する割合をみると

 ユ.区./。7(〇一・7筋)
 弓一区.'・・7・・(α・・%)
 3区.・γ84(O.83%)

 で脱皮エビのうち、脱皮の際に蜷死したと確認されたものほユ割足らずであ。る。
 更に行方不明v)毛の'も脱皮の際に友喚された事のとみな。し、前軍の一確認工.亨
 (脱皮の際携死)と併せて、脱皮土ビに対する害1j合をみると二.
 ユ区、.%7.(O.74%)
 2区一ユ%2(ユ9-4%)
3区.暑%4(29.15彫)

 で、ユ区下約×。、・区でン。、・区で%と収缶密度のだか/なるに従っ
 て、その割合がたかくなっている。I

 次に歩滅りしたエビ。〃)うちで、脱皮の際に蠣.兆し、た一と確認叉時みなされる.工亨
 の割合は次のとお.ワであ'る。

 ユ区一%(・・窮1
 一・区.1・ユ%。(・・。彫)
 ・3・区・.・2%。(ワい%)



 す春わち、歩滅1エビ1)・～・箸咋=脱牢の襟の蠣死・叉は友蛙いによるも。)
 と、患、えっえ'しる。

 このようにみてくると脱皮時の擁苑叉は友喰.いということはかなり重大な問
 題として考慮されねぱな亨ない五うである。
 投餌1…よって脱皮があ碓摩早めらぺ叉は・多/行なわれて歩滅りに影響す
 ることも一応は予想されるが、供試こ〔ビのような大きさのもの(平均3才エ
 ビ)では、ユ年に3～4回位の脱皮があると言われて・いるので、3～4ケ月
 にユ回は脱皮が行なわれている筈であるコ

 無投餌蓄養でも蓄養期間が3…4ヶ月位にわたるとその間に若干の脱皮が行
 なわれるだろう。

 更に神奈川水試バエ958～59年の蓄養試験1こおげる隔月投餌、.毎日没餌
 の比較では、一尾平均増重量におい・て毎日没餌の方が約2倍近い値を示し、
 歩留りにおいても高率を示し・ていること在とを考えれば3川4ヶ月間の蓄養・
 においては、ある程度〃)投餌は必要であろう。

 歩滅りは、かなり収容密,度と深い関係があるようであ名ので、ごく短期間で
 も収容密度を高くすることは歩留りを悪くし蓄養成績を低下.させる恐れがあ

 る。一応、対当ワ20肋位が適当であると思われる。

 っ今回の試験では前記ゴ)とおり無撃別の状態で実施し、脱皮の際に擁死した
 .と確認されるエビの大きさは小型のものだけとは限っていないが、脱皮の際

 隼友喰いされたとみなされる行方不.明エビの大きさについてははっきりわか
らないコ

 大、一中、I小、…段階程度の選別を行なって蓄養した方ヵ1歩滅りを少なくしう
 るのでは一ないかと..叡われる。一

 〇施設について

 前年度試験の結果から生費箱の底部戸1金網ではイセエビの勧矧困難・餌料
 の脱落等があって適当でないと思われたので、今年度は底を'板張りとし黒色

 ビニール塗料を塗付していたが、3川4ヶ月の間にはフナクイムシ等によっ

 て食害され穿手しされることもあった。板には船.底塗料類を塗付して、フナク
 イムシの食害を防止すると共に、板の内側に金網を取りつけるようた手段を

 講・じた方が良1策で奉ろう。

 §摘要

 ユ・イセエ㌣の適正放養密度の究明を目的に・ユ区(竹ヂ当n8・5佃収容)・2
 区一(対当`ヲ…O佃収容)。3区'(〃当1130佃収容一)'と区分して8月ユ7日一.
 からユ2月ユO目まで蓄養誠一騎を実施した。

 2、試験成績を総体的にえて良・好・と.獣わ・れ一るのは2区であった。
 3、歩留サIは放養密度のたかい程悪くなつ一てい一札一.
 特に3区.では尾数で42-8%{重・量で7I2・8%と著しく歩留りが悪い。
 4、蓄養を始めてから3b'～5-O日Iの間に多くの脱皮がみられている。
 5、脱皮と艦死の関係.について換計してみると、放養.密度の高い程脱皮の際の



 蜷死率が高くなり、そ'しく歩滅りエビ〃)7～8割は脱皮の際の蜷'死文は、友喰
 いによるもの島よ.うに思われる。
 ・一従来、業者問では投餌によって脱皮がおこり・、郷が惹起されるの・で無投餌
 蓄養がよいと言わ.れているが、3～4ヶ月間の蓄一義においては、無投解状態で
 も若干の脱皮が行なわれることが予想され、更に個俸重の減少歩減りも看
 過できたいものがあると恩.われるコやはり、ある程度の投一飯は坪要Iてあろ㌦
 7、歩減りは放養密度とかなり深い関係が一あるので、ごく短期酊の蓄養でも密度
 を高く写ることは避けるべきであろう。一応、〃ヂ当り20一侮位が適当と思われ
 る。

 漁場測速報(ユ月分)

養殖部

 〕1旬別平均水温

       、高輪水成川・里'       最高.最低最高最低臣1。一一取局最低

       上旬ユ5.49ユ4、。生6ユ7.7ユ7.ユ工8.65ユ7.65

       中旬1・・Tl…ユ6.6.'工5.8工7-Oユ6.O
       '

       下.旬一一ユ3.9ユユ3.5ユ6.59ユ5.77ユ6・7.5;一       月平均ユ4.52.ユ3.9ユ6-95ユ6.20ユ7.44
       4

       前月差一2.7ユ一2.82一2.95一3.25一・ユ.96一・2.ユ5

       前年差一〇.53一〇.50二一1.77一一⊥.73一〇.83一〇.57^
       二

 ○高輪め月平均水溜はユ4.52～ユ3.9ユ℃を示し、前月に比一鮫して2・7ユ

 ～2・82℃低く・なってき下いる。これを前年同期に比較すると最高では古言
 ユ7-62℃でα53℃、最低ではユ、÷6・℃で2.82℃と何れも低くたって
 いる。

 ○水成川の月平均水温はユq・95…ユ6・20℃を示し、前月に比撃して2・9E
 ～3.25℃低く、餉年同期に比較すると最高ではユ8・72℃でユ・77℃、最

 低ではユI7・93℃でユ.73℃と何れも低くなっている。



 ○里村の一服均水溜はけ・・～1一一・…℃師.し一前枇比較して工…
 一川・竿/…艀同期に・比較するとユ㍗09℃㍗、3I干'・㍗㍗.1 ユ・一.・℃干.・1音?℃と.何れも低くな.つて峠1

 0長崎癌.洋気象台一西日本海況旬報あ1月神報によると・一黄海及び東'シナ海
 の水溜ぽ、季節興が衰え、冷え込みは一いくらかゆるやかになり・全庫的1と一平
 年より暖かい所が多いが、黒潮流域では雫L低菖一が続いている。又九州。沿岸
 本混も季節風あ.吹出しで急に低く卒りましよ一うIと㍗ことです。

亙漁況

 ノ・葛.輸
 総漁獲・蚤ユ,920切.でこれを魚種別にみてみると雑魚かg75一切で5ひ78
 筋と大半を占.め二次にタイが4・ユ5切で2ユ・6ユ.%、プll・ではユ6-6彫、ガ
 ラユ。.g形となっている。父餉月と.比較すると830紬の減獲と.なっており
 魚:鑑別にはイサキ漁が2,ユ55`事なくなった反一面、雑魚で840佃一、タイで.

 295切〃〕増獲をみている。叉これを前年同期と比較してみると282切と

 僅かながら増獲をみてお・り;魚1種別ではカレイ漁がない代りに.ガラで2ユO
 佃の繍をみているのが目立った程度'である。

         1・.中

         有為
         日.数         '繊亙鑑由{㌶
         864ユ25ユOユユー55生ユ5

         4;ザ斗ユエ十丁55、ト売         ユ05・河・・;
         I一§i          し・!・1・i・

         I''

         計201ユ38355122畑167-oI29287         1壬.885いg20          i

 2本・.I成川・

 一総漁獲量三,800。切で、。魚種別にはシζが苧g.3.此gで.4-46ユ%、次に多
 い、もσ)上が瀬魚.で牽体の3手….弘.次にれエビが・・上・仏ホコで…筋
 コダイで3・・%・アラれ'・%.・コウイカでユ・一:・・一弟を一占めそいる;こ峠
 を餉月と比較してみると総漁獲で6ユ4海の滅獲となっているが、変動の主
 な一も・の一はシビだけが26ユ畑'の増獲。をみたぺげで他の魚種、特に瀬魚で.は
 2・ワ9侮・、・・イセ土'一ビ・で一ユ・48切、1イカ類でユβ6佃・二・1・・1と減獲され.てい.る。
 更'に一こ机を前集同期と比較。一してみると総漁獲で・65事'侮少な.いことにな一η、
 魚種別にはシとが5ユ3切、タイ類.で344佃の滅獲となって1いるのが書立
 つt。いる。一



           月旬上中下一

           魚.種有為日数延出漁船数漁獲量.有漁日数延出撫船数漁獲量有撫日数延出漁船数漁獲量漁一獲量I計
           瀬魚ユo224536ユ8ユ73626

           シヒ8356854ユ4ユユ8803一

           アラユユ4040

           チダイユユユoユo

           水イカ⊥2ユ235ユ93工
           イセエヒ⊥・96           ;ダイ十1仁1寸十・
           ホコギ「「1一'一3''37一r■2525一^■Io一一■一一3%↓8gO           66ト珂1ユ4
 .3里I村

 総漁獲一駿i8,9・45佃で前月より9,840侮と著しく滅獲されている。
 まず今月の漁獲について魚種別にみて∴るとキビナゴがユO。ラ00佃で55・4・
 影と大.半を占め、次に瀬、魚、が33.O.9彫、イセエービで3-9'%、ビラスで3.ユ%

 ヨコワでε.6%となつてしし.る。一叉餉月と魚種別〃)愛動を比較してみると、ヒラ
 スで6,480切、ヨコワで8,055佃、水イカで990切、瀬魚で2,苧ワO佃           !'■、,'■I、

           月句上.申下

           碑種有漁・日数延出漁、漁獲量船半'5390有撫日数延出漁扮数縄獲壷.有漁日'数延出船獲量漁獲量計
           6c^■一'葛■Oユo一一一'■           ヒ.ラス4ユ3葛一605

           イセエビ.■5655202262ユOユユ5.ユ5745
           瀬魚一6682,5504285808ユOユ3,ユ406,270

           ヨコワー27495495

           プー一叩ユ150・ユユ253395ユ70

           キビナゴ8309,450ユ2ユ,050ユ0,500

           メジナユユ55

           一'55.一■凹65           水イカ2265

           サIメ'ユユ54040

           計20』一474,oo吉.209'0一二040025ユ484,540上8,9蝸



 の滅.収一、反面キビ去ゴ臨にめぐまれ8,500畑の増獲をみたのカ…目立っている。
 更に前禍.響と比較し下.みるとこ、れ叉8川・・8切と減収となってし'札蝉の
 ・主なも!・たついて魚種別にみてみる'と毒ヒナ、ゴでγ・・岬・ヒラスでa349
 切、、ブ1で;・川1の減収、・反面・には瀬魚でIユ1・川・・''バエビで1・・佃
 の増獲をみたのが目立っている。

 !月のマグ・日延縄漁況

 ・串木野船は大都分都括水方面を根一
 拠として操業しでおグ摩死鳥港入
 港船は例年に比べ少なく閑散である。

 主踊場は喜界島東方の22㍑、
 ユ;ろ。o瓦附近・から紀南渦1であるが、・

 今年は漁況は・芳し一くないよう.である。

 一隅称3章～4二℃.年のユ月の2・ooN以

 北に於ける・写イナガ字)釣竣・率一を比較
 してみると第2.図の・如一くで昭和39
 年が最も高く本年はポ8'年よ勺や㌧

 低くたってし・・る;又、一一都台湾東方

 からフイ".ピンニ東方辞碑でキハダを一
 .目的として操業している酷・もあるが

 キハダ三も第戸図の如く.ビ)ナガと同
 様め傾;向を…:{しているコ
 ビノナガめ魚庫は第3一図のとおり

 である。測定尾数が少ないが、上.4
 尭穿倉司後(FLgO制'前j毛廷)〃〕も。)カ言ミ…三・

 群となっている。



 第1図b.マグロ・カジキ計釣穫率
(40年1月)

 第2図キハタダ(舳鵬)
 ビンナガでひ〃レ月つ

 の年別
釣獲率

 ク3図  ビンナガ体重組成  (40年1月20W以北)



定置観測 (1月分)

養殖部

 旬別平均水温I・比重(満潮時)

       一一

       旬1.水漏C/比重δユL.1平均.駒旬産前年同艘平年差下前句差前年同期一平年差
       上ユ6.68一1.30斗0.一〇,28一〇・23.十0・46.

       申ユ5.60一ユ.08一〇.O.62I+O..50.十〇.75

       ・…一一一■十干1ユ原i+α5ユ十〇百平誹ユ、撒一亦こ9・トαユ・十〇.08十〇一?鼻     
  
,

       一十一←一一一中ユ9-Oiユ斗064
水温

 ユ5。ユ㌻』7-U℃の間で変鋤し、平年水・潟に比べ上旬は平年一並、'1+1句はや」
 低目となったが、下旬になってO.5℃商目を示した・月平均水温は⊥6.2℃で

 前月平均より2,3.℃降下したが、前年同期よ一りO.5℃高員、平年値よ1)α3℃
 弄寿目となて}・ナこ。

比重

 £6.2～27.5と変動し、一高かんな安定状態を県っている。月平均比'堕は

 26-9と前月より約O,2・低目となったが、平年値よりO.芦と相変らず高目カ:続

 いている。
 」J並水温五室旦更動

 レ=冒
 刀㌧准工

比室



 離島の人惰

北山易実

 戦後人情は極度に薄くなつえ。妹ビ文化の進行'と逆行するのか都会では極めて
 薄く、文化に恵まれない土地ほど豊かに感じられるコ中でも牽適不便な離島にな
 ると孝朴そのもの㌧人情に壊する。
 鹿児島県は本島g)南に種子、屋久をはじめ奄美大島の本島までの間に大小の島
 が点々と並んでピる。所謂大島群島とかトカラ列.島とい5η)であ.るがそれらの.島
 と本土との間は毎日便の種子、騒・久を除い。て殆んどが3日置き、5日目くらいに

 定期船が趨ってk・る。といって港とかキ焚付けするような俸盤があるわけではない。
 定期船は遥か沖合に投鎌して・島との間は部落の人が繰り出すボンボン船か手押し

 g)ハシケで連絡するの下あるr
 従?て海が荒れていると島9)反対側の風除.けのところからハシケを出したり双方
 とも波が書い.キ.残念ながらハシケは、出せな1、何年目.かに島に帰って来た人や急
 ぎの絹の人も故郷を島を眼の前にしながら逆琴りという三と年少なくないのであ
 る。

 このよう年交通の不便な島で、し.かも辛りたてるよう存生産物も無いので鳥を
 訪れる人は稀れである。(島内'は殆んど同姓である)そのためか本土.から行

 くとなつかしがられる.というカト島の人たちの純情と.蕾うか、定期鉛が来ると各
 家からと蓄ってよいほど殆んどの人が船行場に出迎える、・そし・て道路で行交うた

 びに見ず知らずの人であっても軽くえしやく.して.通る。
 亥た用務をI了えて次の船便で帰えるとき1は来たときと同じ・ようにそれら。)人が・・

 見送りに出る。船が汽笛を鳴らして動きだすと決ったように皆がアジタ'ヨナーと

 呼びな砕らタオルやハンカチを振って別れを惜んでくれる。

 アジタヨナーというの{まま木是非おいで.下さいということである'が、大隅地方で
 も大正の末期顎.まで子供たちが日轟れに'友達と別一れるときアシグーとかマタヨナー

 一と言つだ、いずれも明.日或ト・は再度あいましよう、遊び亥し三1うで所謂次の機
 会を約大する0)ではないけれども別れぎわの挨拶ことばで、酷で聞くアジタヨナー
 と但ユている。

 こし苧島は天草列島.寄.り一")鳥で本土からはエロ・便の定潮艀が通って僅か.・時
 間余で着・く。島の人は本土をヂカータ、本土から来た人をヂカタの衆(シ)と一いう、

 そし叩れるときは必ずマタ来ヤイ中セ(また糾'でなさい).といって定一期騎が
 出て行くと見えなくなるまでタオ!レやハンカチを振る。

 これは別れを惜しむという見送`)の礼儀のようであるがこσ)タオルなど.を振るの

 をマネグ、他の人に命ずると書はマネゲという。

 アシナヨナーもマタ来ヤイ中セも言葉は鰯一単であるが本.士では聞かれない島の

 人たちの人、構があふれ出た言葉である。都会で聞くバイパイよりも私はこの見送
 一)をうけるたぴに轟の人たちの純'な人情が身にしみるように感じる。

 (,鹿児.島県漁業・公社専務取締役)



奄美短信

 此処奄業地方一は・旧正月に大つ急ヒ冷えこみ、本土から訪れた人々がオーバーが
 いらないとはうそじやらいとつぷやく。如何に南の島でも年にユー2度は火鉢を囲

 ・み餅でも焼く・。一家団らん戸〕日ヵ…来ぬと何か物'足りないし、暑さぱかりではポー
 ツとなってしまう。.その寒さも朝でユ・2℃位だから大した事はない・。
 近頃電気コタッも殆んど缶家庭に睦担れているが、大.監では勿体ない気もするが
 結構よいも子〕」よう下コタツに入り{テレビ・を楽しむ.実に文化発展、科学の進歩
 に=百一・を巻く。母由復帰当時、施設のない文化果つる.島と言われたのも今では復興
 事'業費∵振興計圃奪により益々本土水準に近づきつ1ある、真に嬉しき箏である、
 '扱一で、奄美短信虹'るも")に殆んど響きつくされ走現状では、伸々新鮮味のある短
 .信が出来ないので、一うわべだ'ナ")奄美でなく、音の伝説も必要あ6うかに思い、
 今女物語を坂り・上げて見た。
 古仁騒から曲.プくねった道を歩いて約・ユ時間、梅岸線は南に向う一嘉鉄都落がある。
 そのむかし。豪勢な生活をしている家に今.女キュラムンがヤンチユウ(女中)と

 して住みこんでいた。その今文は島に名を売るキュラム.ンで、何時レ牛その家の
 主人と逢瀬を楽しむよ'.うになろた。愛・し、いとしと言う恋心同様、・何酔も蓬茅)Iね
 ば淋し一く寝1つか.れ一ね今女にとって、しのぶれど色に出一にけり我か恋はものやと思

 うと・人の問うまで、・の歌のとお'月遂に奥さんの知るところとなった。それからと

 言うものは毎日いじめられど一うし.で、今文")・体は生甥が絶えなかった。それでも

 入日忍んで蓬瀬を続ける。二人、或る日とうとう奥さんの・怒が爆発し、真赤に焼い

 ・た火ぱ・しで合女θ)局部に差しこんで殺しそレ案ったのである。
 哀れな死に方をした娘σ)死体によりすがる今文の'親一達は、ヌカ、ヌカ、ガシカデ

 ナダル、キモ手ヤケ.サヤ、。ア・ン家ば一生呪いっぶしてやれと津き叫び±葬にし唐
 竹8本を植えつけたのでIある。

 一やがて亨・女の一・闇・忌が近づき{唐竹が伸びた筆、火ノコ三が嘉鉄部落を飛び廻『1、
 .唐竹が風にゆさ・寄られと同様、奥様を始め三代に且って呪いつぶされ、豪勢な家
 も忽ちにして不幸にお・ちい.つ一たのである。

 今でも時々火の玉は・見られるし、・古仁騒の或る商店から夜目にも美しいキュラム
 ンが買物を済まし、^イ.ヤーで帰る途中目的地に遡りつかない申に消えてしまい
 運転季は一晩中熱にうな・されたのもご・く.最近・の事・で、新聞にも報道され、本場ユ
 部長.からもiそ〃～一切抜きが事実か・どう・か返1事しセくれとの事で、夜中の2時頃便箋
 紙8枚・程した・㌧めたIもσ〕・である。.

 近頃・。テレビーの面.自い・番組と,し一て0ト奇怪千萬、チ。ユウフ=ラリ.ン.を見るにつけ、今
 文や.カン,ツメ物語等、・..むか=し、むかしの奄美の伝説を想い出さずには屠られない。
 又、東京")音楽舞臨団が砂糖キビ鯵酷物語や犬田布騒動、カンヅメ節等も歌.劇化
 しつ」ある。



 ハブと黒糖と紬の島の邸の一頁七ある?か
 ・とりとめない短信になりましたが・.・分場長デ下皆元気で職務に=雫励≒てダ〕苧れ
 本土の皆様∂)御健勝祈ります。

 Y,S生

 各部の動き

 ○養..殖部
 ヲ:…ノ11室内培養実験

 。2月ユ日～ユ.5日.にノ.1〕5品種について照射時間と生長・の比較培養を行
 砥った。一

 〇2月28日ま.で、県下谷。地産イワノリ類について果胞子付一けを行ない、糸
 状庫培養を開始した。

 ※餌料生物培養実.験

 2月'ユ5日～ユ9日鹿児島湾内4草で.採水した海水によってSke]・e一し。nei岨
 sP:N㌦nnoch1・つris:.Ch]・脳ア帖皿。n叩:の培擬実験中である。

 ○製造I都

 .灘BHTとD1ヨ丁効果試験
 前月に引続きアジを試料と・レ効.果試験を実施資料整理中。一

 様劣ツオ廃坤油.臆測定
 枕崎港における廃棄物利用のため耳)魚箱製造施設言†画の基一礎資.料とする為

 頭、骨、内殿の分離滴、並びに荒粕専一についての収容量を測定、一分.析値との'
 相関性を比較'し'た。・

 。葵{力一夕.クチ。イ・ワシ原1一奉…学1故ヨ調ヨ≡産

 煮干製造時の適正薬品軍用量指導の資料とするた革)1東市來町地曳綱漁獲戸〕
 句.郡譲料による油腺測定を実施した。一今後県下主要水揚.港について継続実施
 す亭計画である。

 擦・養殖鰯粕漬製造試駿

 牛根養魚場飼育の上記製造、指灘を行ない、観光土産品と.して市販される
 に至った。



 ○漁業部

 1月ユ6日照南丸帰港(湾紐I況仰芋手観測ノ・砂もの徴瑞観測

 1月22日川2月8日かもめ∵本釣蘭業試.験(こしき島近海)
 1月26日照南丸I桜,昆調査

2月3日川4日照南丸上条(山川)

 2月5日～ユ2日照南丸漁海況海洋観測
 2月ユ0日～ユ2日かもめ上条

 ○調査部

1月28日.
1月29日

2月4,5目

2月20日

桜島真珠漁場水質調査

川内養鰻池水質一調査

 39年度海産魚蓄養試験報告並びに蓄養技術研修会を垂水

 市海潟にて行なう。

 昭和:58年度事一業'報告書製本完了、各関係機関へ発送。

 分野のき

 ○庶務係

 議ユ月2ユ日支庁橋口会計一課・長補佐外ユ名来場会計実地検査があった。

 ρ養殖係

 マベ低水漏の擁抗性試験

 ○製造・係

 徳.ノ島町金見において岩のり抄製指導

 シラウF液=汁(流螂)利用試験
 ○一漁業係
 蟻北大鳥海区のキビナゴ'調査

 本年はユ月中旬、竜郷湾番屋～久場閻1干小翠群(B亡3～4c〃)、大型群
 (BL5川6C〃)〃)2群が表われており、大型I群は抄網などで漁獲さ机、一・

 本釣の餌となってい.る。来海区域は小型群は岩壁及ぴ波打ちぎわ等であるが
 犬型群は岸から離れて来海している。名瀬市東岸ρ)小湊沖合でもユ月中。句末
 湯一群を見ているが、笠利、名瀬湾、大和村沿、偉は来だ見当らない。
 本年は大島海峡は各沿岸域に来海が見られてお1)、例年よりユ…2旬時娯的
 に早いようである。


